
著作権委員会
2012年度 活動テーマ

周辺法

アジア諸国

行政

司法立法

著作権法

◆改正著作権法（2012）の
調査・研究

◆法改正に対する提言

◆各種判例研究

・間接侵害導入に対する意見書
・「出版者」への新たな権利付与に

対する意見書
・画面デザイン保護（意匠法）に

対する要望書
（ソフトウェア委員会、意匠委員会と協力）

・中国著作権法改正への要望提出
・諸外国のパロディ取扱調査
・TPP知財項目に対する意見発信

◆外国法の研究

・「知財管理」への論文掲載
（2013年１月号）

・文化庁との連携（意見交換等）

・ピンクレディ事件

・釣りゲーム事件
（GREE×DeNA）

・JASRACへの公取
排除命令取消審決

★法制問題小委員会等
各種検討会に参加

★内閣官房、文化庁の担当官、
弁護士を招致しての意見交換会

・Chupa Chups事件

著作権

全２６名（うち１２名女性）。小委員会はありません。全体委
員会は１回／月の頻度です。研究テーマ毎にＷＧで活動します。

委員からのメッセージ

・北朝鮮映画著作権事件



改正著作権法（2012）の概要

著作権

当委員会は、法改正に対して意見を提言し、審議会等でもとりあ
げられ、その内容が反映されてきています。

その他の権利制限規定に関する改正

①国立国会図書館による図書館資料の自動公衆送信に係る規定の整備
⇒絶版、入手困難な図書のインターネット送信等や国民への複製物提供を可能に。

②公文書等の管理に関する法律等に基づく利用に係る規定の整備
⇒国立公文書館による保存目的の公文書の複製、国民への写しの交付等を可能に。

１．著作権等の権利制限規定の改正（著作物の利用の円滑化）
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２．著作権等の保護の強化

著作権

法改正動向の研究・提言活動を続けていきます。
私たちと一緒に活動しませんか。

委員からのメッセージ

反対の声が多数上がる中での「違法ダウンロード刑事罰化」

→ 影響の大きい改正については、慎重に議論を！

１．著作権制限規定の改正（著作物の利用の円滑化）
従来の規定と比べると、一歩踏み込んだ内容に。

⇔ 包括的な「一般規定」（日本版フェアユース）は道半ば。

→ 新しい規定を、実務で積極的に活用していく必要あり！

→ 企業活動の萎縮を防ぐため、引き続き包括的規定の導入を

目指していこう！

改正著作権法に対する考察

２．著作権等の保護の強化

詳しくは、
文化庁ＨＰ「著作権法の一部を改正する法律の概要」
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